
奄美市役所本庁舎（広告付き番号案内表示システム）

庁舎内機器の最適化および包括的維持管理体制への移行事業 表示灯株式会社 福岡支社

対象施設

事業概要
提案者が、機器の設置、更新、保守を一元管理することで、現在の市有資産を無駄にすることなく、安定稼働と最新化

を両立させる「ハイブリッド更新モデル」を採用する。
地元企業や商店を広告主として募り、得られた広告掲載料を運用費用に充てる持続可能なスキームとする。

・故障頻度の高い機器や部品供給が終了した機器から、速やかに表示灯(株)が最新型へ入れ替える。
・正常な機器は継続使用しつつ、保守点検を行い弊社の包括管理下へ順次移行する。
・市の資産のまま数年かけて全ての機器を交換サポートする。

〇市の財源負担削減
・機器交換に伴う一時的な巨額負担やメンテナンス費用が０円となり、財源の柔軟な活用が可能となる。
〇職員の業務負担軽減
・維持管理、修理の都度依頼、消耗品の個別発注などを一元管理することで、窓口が一本化され、職員の「見えない」業務負担が削減される。
〇陳腐化リスクの排除
・将来的なテクノロジーの進化に合わせて柔軟に最新環境へアップデートしやすくなる。
〇市民サービスの向上
・庁舎利用者（市民）に対し、「より快適に」手続きが完了するストレスフリーな環境を提供する。

事業の効果

財政負担の軽減に資する提案としての評価が最も高かった。会社の経営状況やから実現可能な提案であると評価された。

評価のポイント

事業の目的

奄美市役所本庁舎で使用する広告付き番号案内表示システムは、不定期な故障や経年劣化による機器の交換の為、正確な
年間予算の策定が困難。最大1,250万円程度もの機器交換費が発生する。
また、機器類の寿命や故障に伴う判断は職員様では把握管理が難しく、本来の公務を妨げる可能性がある。これらを解決
するために庁舎内機器の最適化及び包括的維持管理体制への移行を行う。
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